
商店街概要 

山形市七日町にある物販・小売から飲食・サービス業 
など多種多様な業種の店舗が揃った歴史ある商店街。  
会員は 95 会員（令和７年７月現在）。       
地域にかがやくわがまち商店街表彰 2024 受賞。 

インタビュー 
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事業概要  小学生を対象にした商店街の実店舗での職業体験の実施 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

「ミニなのかまち」の概要について教えてください 

小学生を対象に商店街の実店舗で職業体験を
してもらうイベントです。事前に申し込みを受
け付け、当日は出勤簿にハンコを押して朝礼を
行ってから、各店舗での職業体験を行いまし
た。体験終了後は、日報代わりの感想を書いて
退勤のハンコを押し、最後に給料の代わりに商
店街で使える
お買物券をも
らいます。実
際に商店街で
働いた経験に
なる内容にし
ました。 
 
なぜ職業体験を実施しようと思ったのですか 

七日町商店街振興組合は令和６年２月に設立
60 周年を迎え、「最高にちょうどいい。七日
町」という将来ビジョンを定めました。ビジョ
ンを作成するにあたり、商店街を訪れた方にア
ンケートを取った結果、七日町は大人の街とい
う印象を持っている人が多く、若い世代や子育
て世代の方からがあまりいい印象を持たれてい
ないと感じまし
た。そこでビジョ
ンに基づき示され
た方向性「未来へ
の期待感が高まる
街」を実現するた
めに、「子ども」

に焦点をあてた企画を実施することにしまし
た。これまであまりなかった、子どもとお店が
関わるきっかけとして、また、子どもたちにと
って七日町や街で過ごした思い出が記憶として
残り、街への愛着や将来街に関わる礎となるこ
とを目指し、今回に至りました。 
 
ミニなのかまちを企画した時の各店舗の反応はどう

でしたか 

企画の趣旨に賛同いただき、協力的なお店も
多く、飲食店からサービス業など幅広い店舗が
自然と参加してくれました。将来ビジョンを作
った時から、街の未来を見据えた新たな取り組
みの重要性を感じていたからだと思います。実
際の店舗で職業体験をしてもらうというのは、
お店にとっても初めての経験、チャレンジであ
ったので充実感のある取り組みだったのではな
いかと思います。 

中には「ミニなのかまち」の趣旨には賛同す
るものの、通常営業をしながら事業に協力する
ことが難しいという店舗もありましたが、そう
いった店舗にも少しでも協力してもらえるよう
に個別に話をしました。事業を企画した組合と
実際に運営を行
う店舗の関係を
うまくつないで
くれる人がいた
ことが大きかっ
たです。 

ミニなのかまち ～お仕事体験イベント～ 

七日町商店街振興組合 



実施にあたり苦労した点はありますか 

最初は参加者が集まるか不安でしたが、近隣
の小学校でチラシを全⼾配付してくれるなど非
常に協力的で、多くの子ども達に参加してもら
いました。一方で身近な小学校の子ども達に参
加してもらい、日常生活の中で商店街との関係
を築いてもらうことに重点を置くのか、少し遠
くに住んでいる子ども達にも参加してもらい商
店街の新たなファンを獲得するのか、という点
で悩みました。結果的に、中山町から参加して
くれた子もいて、商店街から離れた場所に住ん
でいてもぜひ参加したいという熱意のある子ど
もも多かったです。 

 
当日子どもたちはどんな反応でしたか 

みんな本当に楽し
そうに体験してくれ
ていた姿が印象に残
っています。私の店
舗では、パフェづく
りを体験してもらっ
たのですが、参加し
てくれた児童の中に
「将来はパティシエになりたい」という子がい
て、目をキラキラさせながら体験していたのが
印象に残っています。プロの技術を間近で見ら
れる機会はほとんどないので、職業体験が子ど
も達の将来の夢につながるというストーリー性
がある取組になりました。 
 

 

 

 

 

 

事業を実施した後の効果はどうですか 
子ども達が職業体験を通じて店主と顔なじみ 

になったことで、リピーターで来てくれること 
がありました。お店に来るハードルが低くなっ
たように思います。受け入れた店舗も「いい経
験だった」、「楽しかった」という感想が多
く、お店と子育て世代、子どもたちとの関係性
を作る第一歩に繋がったように感じます。ミニ
なのかまちの開催で、その後商店街を訪れる方
が目に見えて多くなるということではないです
が、多種多様なプロフェッショナルが集まる商
店街の実店舗で経験したことで、子どもたちが
新しい発見や楽しさを感じ、将来の夢や街への
愛着づくりにつながる一助となれば幸いです。
子ども達が作ったラッピングを後日店舗で配付
しましたが、お客様に「すごくいいラッピン
グ。商店街で子ども達
が職業体験しているな
んて知らなかった」と
いう声も聞かれ、とて
も嬉しく感じました。 

今後はどのように展開していきますか 
今年は 11 月８日（土）に第 2 回として開催予

定です。店舗に関心を持っていただき、参加店
も増やしていければと思っております。 

また、イベントだけでなく、子育て情報や子
育てマップ・サービスの情報発信等、子育てラ
ンドあ〜べとも連携しながら、日々の取り組み
にも力を入れていきます。 

今後も、子どもや子育て世代、若者世代へも
意識を向け、街の未来につながる取り組みを増
やしていきたいです。 
 

 

 
 
 

 
 
 

まとめ 

七日町商店街では将来ビジョンを作り、各店舗で街が目指すべき方向性を共有できていたこと
で、新規事業でもスムーズに行うことができていました。 

商店街を訪れる若い世代が減っているという課題を持つ商店街は多いですが、若い世代、商店街
の双方にとって関係を持つきっかけづくりにつながる事業になっています。 

【問い合わせ】 

七日町商店街振興組合 
住    所：山形市七日町一丁目１番 1 号 
電    話：023-631-6368 
ホームページ：https://nanokamachi.com/ 


